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協会誌　原稿作成例・フォーム
本フォームは協会誌原稿としての書式が既に設定されています。
下記原稿作成例に上書きする形で、原稿作成をお進めください。
（赤字部分はすべて削除してください）

　　↓以下、原稿作成例

年頭のご挨拶
技術士（建設、総合技術監理部門）　吉田　邦晃
新年あけましておめでとうございます。日ごろ会員の皆様には協会事業の推進にご尽力を頂き、誠にありがとうございます。本年も引き続きよろしくお願い申し上げます。
昨年は、元日の16時10分にマグニチュード7.6、最大震度7の地震が能登半島で発生し462人の方々が犠牲となりました。また翌2日夕刻には羽田空港滑走路において日航機と能登半島地震の支援物資を運ぶ海上保安庁機が衝突しましたが、速やかな避難誘導により乗客367人を無事に脱出させることができました。年の初めに大きな災害事故が発生し不安な幕開けとなりました。
国内においては、長期間の酷暑、政治資金問題、衆議院選挙、SNS濫用選挙、下克上等々想定外の出来事が続きました。国外においても終りの見えないウクライナ・イスラエル戦争、セーヌ川でのパリ五輪開会式、米国大統領選挙、大谷選手の活躍等々波乱に富んだ一年でありました。
巳年の今年は、阪神淡路大震災から30年、4月開幕の大阪・関西万博、団塊の世代が後期高齢者に達することによる2025年問題等々、話題の多い一年になりそうです。
